
明
治
四
年
、
東
京
の
現
在
の
数
寄
屋
橋

に
、「
千
里
軒
」
と
い
う
西
洋
料
理
店
が
開

業
し
ま
し
た
が
、そ
の
料
理
店
の
推
奨
文
を
、

一
万
円
札
の
肖
像
で
お
な
じ
み
の
福
沢
諭
吉

が
次
の
よ
う
に
書
い
た
そ
う
で
す
（「
明
治

維
持
往
来
」
立
川
昭
二
著
）。
原
文
は
文
語

調
で
す
が
、口
語
体
で
書
き
直
し
て
み
ま
す
。

「
人
の
飲
食
す
る
も
の
が
全
て
消
化
し
て
、

骨
肉
と
な
る
わ
け
で
な
い
。
ひ
と
ま
ず
腹
中

に
入
り
、
そ
の
精
分
（
成
分
）
を
こ
し
わ
け

て
、
骨
と
な
る
べ
き
は
骨
と
な
り
、
肉
と

な
る
べ
き
は
肉
と
な
る
。
こ
れ
を
滋
養
の
成

分
と
言
う
。
そ
の
こ
し
わ
け
た
糟
（
カ
ス
）

は
、
大
小
便
と
な
り
、
汗
と
な
っ
て
排
泄
、

新
陳
代
謝
し
、
身
体
を
養
っ
て
く
れ
る
。
こ

れ
が
人
体
の
科
学
的
真
理
で
あ
り
、
法
則
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
、
食
物
の
良
否
は

そ
の
中
に
あ
る
滋
養
の
成
分
の
多
い
か
、
少

な
い
か
に
よ
っ
て
鑑
定
す
べ
き
で
あ
る
。
鳥

獣
、
魚
類
、
牛
乳
、
卵
等
に
は
こ
の
精
分
が

多
く
、
イ
モ
、
大
根
、
青
菜
、
米
の
類
に
は

精
分
が
少
な
い
。
一
切
れ
の
牛
肉
の
中
に
は

十
斤
（
約
六
㎏
）
の
イ
モ
よ
り
精
分
が
多
い
。

一
杯
の
牛
乳
は
十
本
の
大
根
よ
り
精
分
を

多
く
含
ん
で
い
る
。
古
来
、
わ
が
日
本
人
は

こ
の
よ
う
な
知
識
に
暗
く
、
食
物
の
量
を
多

く
食
べ
さ
え
す
れ
ば
、
養
分
に
な
る
と
考
え

て
、
ヒ
ジ
キ
、
あ
ぶ
ら
げ
、
イ
モ
、
か
ぼ
ち
ゃ

を
腹
一
杯
に
な
る
ま
で
食
べ
、
喉
か
ら
出
て

し
ま
い
そ
う
な
ま
で
に
食
べ
て
、
あ
あ
た
く

さ
ん
食
べ
た
と
満
足
し
て
い
る
が
、
身
体
の

栄
養
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。」

明
治
の
は
じ
め
の
日
本
人
の
体
格
は
、
男

子
の
平
均
身
長
が
一
五
五
㎝
、
女
子
の
平
均

身
長
が
一
四
三
㎝
ぐ
ら
い
で
し
た
。（
ち
な

み
に
縄
文
、
古
墳
代
は
男
子
一
六
三
㎝
、
女

子
一
五
二
㎝
ぐ
ら
い
で
、
現
代
を
除
け
ば
日

本
人
の
平
均
身
長
が
最
も
高
か
っ
た
そ
う
で

す
。）
江
戸
末
期
か
ら
、
明
治
に
か
け
て
大

勢
の
外
国
人
が
日
本
に
や
っ
て
き
ま
す
が
、

皆
体
格
が
い
い
。嘉
永
六
年（
一
八
五
三
年
）、

ペ
リ
ー
提
督
の
ひ
き
い
る
黒
船
が
来
航
し
た

時
、
幕
府
は
、
相
撲
取
り
を
集
め
て
米
俵
な

ど
の
船
へ
の
積
み
込
み
作
業
に
参
加
さ
せ

て
、
見
栄
を
張
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

日
本
人
も
欧
米
人
の
よ
う
に
よ
い
体
格
に
な

る
に
は
栄
養
改
善
を
急
が
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と

明
治
政
府
は
衛
生
局
を
設
置
す
る
な
ど
、
国

民
教
育
に
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

諭
吉
は
、「
日
本
人
の
根
気
が
乏
し
い
の

は
肉
食
し
な
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
子
供

の
時
か
ら
牛
乳
な
ど
で
養
え
ば
根
気
も
増

し
、
身
体
も
健
康
に
な
る
。」
と
宣
伝
。
幕

末
、
現
長
崎
医
大
の
創
建
に
貢
献
し
、
西
洋

医
学
所
頭
取
を
務
め
、
維
新
後
は
明
治
政
府

の
軍
医
総
監
と
な
っ
た
松
本
良
順
も
「
牛
乳

は
無
比
の
滋
養
品
、
牛
肉
は
人
間
食
物
中
最

第
一
の
滋
養
品
で
あ
る
。」
と
奨
励
し
ま
し

た
。
庶
民
の
間
で
も
、牛
肉
が
人
気
を
呼
び
、

関
東
で
は
牛
鍋
、
関
西
で
は
す
き
焼
き
と
呼

ば
れ
て
、
牛
肉
屋
が
次
々
に
開
業
さ
れ
ま
し

た
。
明
治
十
三
年
当
時
の
牛
肉
の
値
段
は
精

肉
一
〇
〇
ｇ
当
た
り
三
銭
。
明
治
十
年
の
白

米
一
〇
㎏
が
五
十
一
銭
で
す
か
ら
、
高
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
店
に
は
人
々
が
殺
到
し
た
そ

う
で
す
。「
牛
鍋
食
は
ね
ば
開
化
不
進
奴（
ひ

ら
け
ぬ
や
つ
）」
と
言
わ
れ
た
と
か
。

明
治
政
府
の
栄
養
政
策
が
功
を
奏
し
た
の

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
、
戦
後
、
日
本
の
経
済

的
な
発
展
と
と
も
に
、
食
生
活
は
改
善
さ

れ
、
日
本
人
の
体
格
も
ど
ん
ど
ん
よ
く
な

り
、
現
在
で
は
、
三
十
歳
男
子
で
平
均
身
長

一
七
〇
㎝
七
〇
㎏
、
女
子
で
一
五
八
㎝
五
三
㎏

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
人
の
体
格
が
よ
く
な
る
の

に
比
例
し
て
、“
栄
養
過
多
”
と
も
い
え
る

食
生
活
に
起
因
す
る
、
生
活
習
慣
病
が
急

増
、
医
療
費
高
騰
の
最
大
要
因
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
現
在
の
“
健
康
食
”

と
言
え
ば
、
百
五
十
年
前
、
福
沢
諭
吉
が
唱

え
た
前
述
の
マ
ギ
ャ
ク
。
今
や
、
こ
ん
に
ゃ

く
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
満
足
す
る
ダ
イ

エ
ッ
ト
療
法
ま
で
出
現
。
低
カ
ロ
リ
ー
の
豆

腐
、
す
し
、
そ
ば
、
魚
や
野
菜
を
主
体
と
す

る
和
食
が
む
し
ろ
、
欧
米
か
ら
、“
健
康
食
”

と
し
て
注
目
さ
れ
、
日
本
料
理
店
が
世
界
中

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
間
の

作
っ
た
価
値
観
、
基
準
と
は
こ
ん
な
も
の
な

の
で
す
ね
。

し
か
し
、何
時
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ
も
の
は
、

調
理
師
の
皆
さ
ま
が
創
り
上
げ
る
和
食
の

素
晴
ら
し
い
味
。
欧
米
で
和
食
が
ブ
ー
ム
に

な
る
の
も
、
何
も
“
健
康
食
”
で
あ
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
日
本
人
が
生
来
的
に
持
つ

“
旨
味
”
に
対
す
る
感
覚
が
、
ソ
ー
ス
味
に

な
れ
た
欧
米
人
に
も
理
解
さ
れ
始
め
た
証

拠
で
し
ょ
う
。（
と
は
言
っ
て
も
、
牛
肉
も

い
い
で
す
ね
。）

参
議
院
議
員

客
員
相
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役

藤
井
基
之

健
康
食
っ
て
何
？

藤
ふじ

井
い

　基
も と ゆ き

之
●生年月日　昭和 22 年 3 月 16 日
●選 挙 区　参議院比例区
●当選回数　2 回
●出 生 地　岡山県岡山市
●趣 　 味　音楽・読書
●個人ホームページ
　　　　　　http://www.mfujii.gr.jp/
●そ の 他　薬学博士・薬剤師
●私の政治信条

私の政策の柱は A（エイジフリー）B（バリアフ
リー）D（ドラッグフリー：薬物乱用のない社会）
社会創りです。
高齢者も、障害を持つ方も、国民誰もが安心し
て暮らし、元気で生活を送ることのできる長寿
社会を創るために何が必要か、を政治活動の根
底においています。
好きな言葉「昨日の夢は、今日の希望、そして
明日の現実」

●活動報告
参院議員厚生労働委員会理事として、食品安全
確保のための食品衛生法改正、健康増進法改正、
薬事法改正、薬剤師法改正、クリーニング業法
改正、国民年金法改正等に関与。

●経歴
昭和 37 年　岡山大学教育学部付属中学校卒業
昭和 40 年　岡山県立岡山操山高等学校卒業
昭和 44 年　東京大学薬学部薬学科卒業
昭和 44 年　厚生省入省
平成  9 年　厚生省退官
平成 9 年　財団法人 ヒューマンサイエンス
　　　　　　　　　　　　振興財団 専務理事
平成 12 年　日本薬剤師連盟 副会長
　　　　　　社団法人 日本薬剤師会 常務理事
平成 13 年　参議院議員（１期目）
平成 16 年　厚生労働大臣政務官
　　　　　　（平成16年9月〜平成17 年11月）
平成 19 年　日本薬剤師連盟 顧問
平成 22 年　参議院議員（２期目）

●その他
慶應義塾大学薬学部　客員教授
昭和大学薬学部　　　客員教授
東邦大学薬学部　　　客員教授
新潟薬科大学　　　　客員教授
京都薬科大学　　　　客員教授
近畿大学薬学部　　　客員教授
千葉大学薬学部　　　非常勤講師
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